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論文審査の要旨

PET 画像は悪性腫療の治療方針決定に有用であるが、放射線治療計画時の標

的体積決定への応用も期待されている。本研究は頭頚部癌の放射線治療計画に

おける FDG'::'PET の有用性を明らかにする目的で、放射線治療を施行された頭頚

部癌患者で原発巣が肩平上皮癌と確定している 53例を対象に、放射線治療計画

前に撮影した造影 CT および 18-F-fl uorodeoxyg 1 ucose-PET (FDG-PET) の両者の

所見から決定した肉眼的標的体積 (PET-GTV) と、造影CT画像のみに基づいて決

定した肉眼的標的体積 (CT-GTV) の比較を行い、さらに 19例について、 4名の放

射線腫療医による治療計画の比較検討を実施した画期的な研究である。

原発腫療を同定可能かどうかの観点からみた感度は、 PET-GTV がCT-GTV に比

して有意に高く、特に中咽頭癌および舌癌において顕著で、あった。原発巣とリ

ンパ節転移の両者を評価した比較では、 19例(36 出)の症例において、 2種類の肉

眼的標的体積が一致せず、 PET が治療計画に大きく影響していた。放射線腫蕩医

が描出した肉眼的標的体積の比較でも、 4名全員が PET-GTV を全例で描出可能で

あったが、 CT-GTV は4例で描出不能で、さらに CT-GTV の標準偏差が PET-GTV の

それよりも大きいことを示し、 PET の使用によって放射線治療計画者間の差が小

さくなる可能性を明らかにした。

本研究は、頭頚部肩平上皮癌の放射線治療計画における肉眼的標的体積の決

定には、造影CTおよびFDG-PET の両者によって評価された肉眼的標的体積の方

が、造影CT単独によって決定した肉眼的標的体積よりも望ましいことを示唆し

たことで、機能画像の放射線治療計画における有用性を明らかにしよさらに今

後の発展にも大きく貢献することが期待され、医学博士の学位に値する有意義

な研究と評価される。
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以上，主論文に報告された研究成績は，参考論文とともに放射線腫蕩医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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